
消化器系
の

解剖生理＆病理学
消化器系は、体内に入った食物を処理する複雑な仕事を担っ
ている。人体のすべての組織に不可欠な栄養を供給する重要

な仕事である。



人体の器官系





人体の構造



細胞





細胞膜



消化器系

二つの重要な要素からなる

●消化管

●付属腺と付属器

図は「消化管」



口腔と食道
人間が匂いや味覚を感
じるとき、消化器系は働
き始めている。

消化過程は口腔内で始
まる。咀嚼と唾液分泌に
より食物は柔らかくされ、
嚥下が容易になる。唾
液中の消化酵素をプチ
アリン（唾液アミラーゼ）
といい、嚥下が起こる以
前に既にデンプンを糖
に変換しはじめていく。





蠕動運動と食道

嚥下が起こると、上部食
道の括約筋は弛緩し、
食物は食道内に進んで
ゆくことができる。

食道内では舌下神経
（自律神経）刺激による
蠕動運動が起こり、食物
を胃にに運んでいく。



逆流性食道炎と食道裂孔ヘルニア



食道癌





胃の消化
食物が胃に到着するま
でに、消化の脳相が既
に始まっていく。胃酸と
ペプシンの分泌である。

食物が胃に入ると胃壁
を伸展させ、ガストリン
を分泌させる。

胃液は強酸で胃液と食
物が混じりあい、糜粥に。

餅を捻り出すように糜粥
を十二指腸に送る。



胃炎



消化性潰瘍
胃潰瘍と十二指腸潰瘍



胃癌







十二指腸
色々と集まる場所







小腸
小腸は、6-7ｍの長さを
持ち、消化吸収をほぼ
完了させる部分。

十二指腸で胆汁と膵液
を受け入れ、強酸の糜
粥を中性化する。

空腸が小腸の中で最も
長く、消化液の分泌によ
り栄養すべてが消化され
吸収される。回腸は小腸
の中で最も細い。小腸は
回盲弁に終わる。栄養素
の吸収が間慮した糜粥を
大腸に送り出す括約筋で
ある。





小腸絨毛





グルテンとリーキーガット症候群



SIBO



大腸
糜粥は小腸を通過する
と大腸の始まりである袋
のような盲腸に入り、上
行結腸へと移動する。
糜粥はこのとき消化でき
ない物質だけを含んで
いる。

大腸は吸収の場である。
水分とミネラル（NaとCl）
を吸収する。また、大腸
には腸内フローラがあり、
ビタミンKの合成を助け、
腸内セロトンに合成も助
ける。



腸内環境



腸内環境



クローン病





クローン病





潰瘍性大腸炎





過敏性腸症候群



細菌性胃腸炎





ホメオパシーの対象になりやすい
「機能的疾患」

器質的疾患とは、臓器そのものに炎症や癌などがあり、その結果として様々な症状が出現す
る病気や病態のことをいいます。臓器そのものに異常があり、症状が出ている疾患のため、
検査を行えば必ず症状の原因となる異常が見つかります。

一方、機能性疾患とは、臓器には何も異常は無いにもかかわらず自覚症状だけがある病態
をいいます。臓器そのものには異常が無いため、色々な検査を行ってみても症状の原因とな
るような異常は何も見つかりません。機能性疾患の多くは、例えば自律神経のバランスの乱
れなどにより臓器が元々兼ね備えている機能の働きが強く出過ぎたり、逆に弱かったりするこ
とで症状が出現します。何かに集中している時や寝ている時には症状が出にくかったり、スト
レスや環境の変化で症状が良くなったり悪くなったりするのが特徴です。

消化器内科でよく見る機能性疾患は、機能性ディスペプシアと過敏性腸症候群です。いずれ
も消化管の動きのバランスが崩れたことで症状が出現します。胃の動きのバランスの崩れに
よる症状が中心の病態が機能性ディスペプシアです。みぞおちの痛みや張り、胃の重苦しい
感じや繰り返す嘔気などの症状が出現します。

腸の動きのバランスの崩れによる症状が中心の病態が過敏性腸症候群です。お腹全体の張
り、便秘や下痢を繰り返す、食後すぐに便意が出現しお腹が痛くなるなどの症状が出現しま
す。

消化管は口から肛門まで連続しているため、機能性ディスペプシアと過敏性腸症候群がオー
バーラップし、胃と腸の症状がどちらもあるということも良くあります。



大腸ポリープ





大腸癌 原因



虫垂炎



痔



鼠経ヘルニア













消化器系

二つの重要な要素からなる

●消化管

●付属腺と付属器

図は「消化腺（付属腺）」



肝臓
大きくて血液に富んだ肝臓は右上腹部にあり、その機能は複雑で極め
て重要で、以下のように消化と栄養に関連している。

●炭水化物（糖質）代謝

●解毒、異物排除（薬物、アルコール、毒素など）

●体内からアンモニアを取り除き、尿素に変換して尿中への排泄を

●血しょう蛋白、非必須アミノ酸、ビタミンAの合成

●必須栄養素（鉄、ビタミンK、Dなど）の貯蔵

●消化に必要な胆汁の産生

●血糖をグリコーゲンに変換。骨格筋のエネルギー源として蓄える

●脂肪の貯蔵。



門脈







肝小葉





肝炎



急性肝炎



慢性肝炎



慢性肝炎















NASH





胆嚢



胆嚢
胆嚢は小さな西洋梨型の器官で、肝臓の右葉下面にぶら下がってお
り胆嚢管で肝臓と連絡している。胆嚢機能は肝臓が産生した胆汁を蓄
え濃縮することである。胆汁は透明な黄緑色調の液体で、脂肪の吸収
と、糜粥に混ぜて胃液の中和を助けることである。

消化管ホルモンのコレシストキニンは、胆嚢の収縮とファーター乳頭の
弛緩を起こす。その結果、胆汁は総胆管を経由して十二指腸に排泄さ
れる。

ファーター乳頭が収縮して閉鎖すると、胆汁は胆嚢に迂回し、そこに蓄
えられる。



胆石症



胆嚢炎







胆嚢癌



膵臓
膵臓は胃の後面に位置する。その頭部と頸部は十二指腸のCループ
（C形に曲がっている部分）に抱き込まれ、尾部は脾門部に延びている。
この膵臓には２種類の組織が同居している。

●外分泌組織（腺）：消化酵素を合成し、導管を通じて十二指腸に分泌
している。

●内分泌組織（腺）：ホルモン（グルカゴンとインスリン）を合成し、血液
中に分泌している。



膵臓





内分泌腺と外分泌腺





慢性膵炎



膵癌










